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昭和56年10月20日 102号 印刷豊予社

人の動き

前月比

人口 3,957人(-8) 
男1,963人(-6) 
女1,994人(-2) 

世帯数 1,086描（ご0)

9月中 （出生4死亡4転入0¥
iJ)異動 ＼転出8 J 
（昭和56年9月30日現在）

珍種目にハッスル、さわやか 1日
10月10日（体育の日）肱川町では、恒例の町民運動会

が行われました。

この日は、子供からお年寄まで全町民が参加して楽

しいゲームでさわやかな秋の

1日を過こ・しました。

（写真は町民運動会綱引きリ

ーグ戦）

10月号
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大
洲
高
校

・
肱
川
分
校
の
移
転
新
築
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
関
係

者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
か
ら
も
熱
望
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
か
‘
い

よ
い
よ
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
九
月
三

0
日
現
地
に
お
い
て
、

盛
大
に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
五
年
一
月
一
四
日
、
肱
川
町

・
河
辺
村
の
関
係
者
に
よ
る
陳

情
を
皮
切
り
と
し
た
熱
心
な
働
き
か
け
と
、
地
域
住
民
各
位
の
ご
支
援
、

さ
ら
に
県
当
局
の
ご
理
解
を
得
て
、
待
望
久
し
か
っ
た
分
校
の
新
築
か

実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
の
飛
躍
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
三
月
下
旬
に
完
成
予
定
の
新

校
舎
は
‘
完
成
予
想
図
の
と
お
り
鉄

筋
三
階
建
の
近
代
的
な
建
物
で
、
内

部
の
設
備
も
最
新
の
も
の
か
す
で
に

決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
階
に
は
‘
職
員
室
・
会
議
室
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
室
・
放
送
室
・

印
刷
室

・
保
健
室
・
用
務
員
室

な
ど
管
理
関
係
を
主
と
し
た
も

の
。

二
階
は
、
商
業
教
室
・
普
通
教
室
・

南
北
に
ベ
ラ
ン
ダ
、
東
に
広
い

出
窓
の
設
け
ら
れ
た
図
書
室
。

三
階
に
は
理
科
教
室
と
準
備
室
・

芸
術
教
室
と
準
備
室
・
被
服
教

室

・
食
物
教
室
。

さ
ら
に
、
最
新
式
の
時
報
・
時
計

装
置
、
校
内
l

一
ヶ
所
に
通
じ
放
送

も
で
き
る
電
話
設
備
、
お
そ
ら
く
県
下

◎
鉄
筋
三
階
建
来
年
度
は
格
技
場
も

の
学
校
で
最
初
と
思
わ
れ
る
太
陽
電

池
時
計
（
運
動
場
・
校
舎

・
国
道
の

三
方
向
）
な
ど
も
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
‘
予
算
の
関
係
で
来
年
度
に

な
り
ま
す
か
、
柔
道
・
剣
道
の
は
か

に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
か
で
き
る
格
技

場
の
建
築
か
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

9

)

の
格
技
場
は
、

（
二
七

m
x
一
三

m
)
三
五

0
面
と
大
規
模
校
な
み
の

も
の
で
、
大
洲
本
校
の
三
二
五
面
‘

大
洲
農
高
の
二
八
三

m
、
内
子
高
の

三

0
六
面
よ
り
も
若
干
広
い
も
の
と

な
り
ま
す
。

こ
の
新
校
舎
か
、
来
年
三
月
下
旬

に
完
成
し
、
四
月
か
ら
緑
に
囲
ま
れ

た
高
砂
の
新
し
い
校
地
に
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
、
分
校
も
い
よ
い
よ
新

時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
‘
肱
川
分
校
に
対

す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
分
校
の
概
要
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

新
校
舎
着
工
・
三
月
に
完
成

飛
躍
を
め
ざ
す
肱
川
分
校

◎
昼
間
定
時
制
の
特
色

週
五
日
（
月
ー
金
）
の
開
校
で
、

授
業
は
三
年
間
で
終
了
し
、
四
年
生

は
「
職
業
実
習
生
」
と
し
て
就
職
し

た
り
、
家
事
に
従
事
し
ま
す
。

卒
業
資
格
も
大
洲
高
校
普
通
科
卒

業
と
な
り
ま
す
。

◎
個
性
・
能
力
を
伸
ば
す
教
育

各
学
年
一

0
名
ー
ニ

0
名
位
の
生

徒
で
す
か
ら
、
生
徒
全
員
を
見
つ
め

一
人
ひ
と
り
を
伸
ば
す
教
育
を
目
標

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
授
業
は
、
高
校
普
通
科
の

科
目
を
習
い
ま
す
が
、
生
徒
の
将
来

の
進
路
希
望
を
考
え
て
、
基
礎
学
力

の
充
実
に
重
点
を
お
き
‘
と
く
に
、

男
子
生
徒
に
は
計
算
実
務
・
簿
記
等

の
商
業
科
目
、
女
子
生
徒
に
は
、
家

庭
一
般
の
ほ
か
に
被
服
・
食
物
な
ど

最
近
‘
私
立
高
校
は
も
ち
ろ
ん
全

日
制
の
県
立
高
校
で
も
授
業
料
そ

の
他

の
納
金
か
多
く
な
り
、
毎
月

一
万
円
位
か
最
低
と
な
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、
物
価
の
上
昇
、
料
金
の

値
上
げ
な
ど
で
、
下
宿
や
遠
距
離
の

通
学
に
費
用
か
か
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
肱
川
分
校
で
は
‘

県
へ
納
め
る
授
業
料
一
、
三
五

0
円
を

含
め
て
、
毎
月
の
納
金
は
約
二
、

0
0

0
円
で
す
。

例
え
ば

P
T
A
会
費
も
普
通
、
全

日
制
で
は
月
額
四

0
0
円
位
で
す
か
、

分
校
で
は
五

0
円
で
す
。

こ
れ
は
‘
肱
川
分
校
教
育
振
興
会

に
肱
川
町

・
河
辺
村
か
ら
多
額
の
補

助
金
を
支
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

か
ら
で
す
。

定
時
制
・
通
信
制
の
生
徒
を
対
象

に
‘
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

と
月
額
七
、

0
0
0
円
の
修
学
奨
励
金

か
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
奨
励
金
は
卒
業
す
れ
ば
返
す

必
要
か
な
く
、
他
の
育
英
資
金
に
比

べ
て
非
常
に
有
利
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
教
科
書
も
全
学
年
無
料
で

給
与
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
二
八
人
の
生
徒
か
修
学
奨

励
金

c

面
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎
充
実
し
た
奨
学
制
度
と
定
通
補
助

◎
少
な
い
経
費
で
卒
業
資
格
を

の
家
庭
科
目
と
商
業
科
目
も
教
え
て

い
ま
す
。

◎
部
活
動
の
振
興

生
徒
に
有
意
義
な
高
校
生
活
を
送

ら
せ
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
生
徒
全

員
に
ど
れ
か
の
部
に
入
っ
て
練
習
さ

せ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
現
在
、
卓

球
部
、
・
陸
上
部
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
部
・

写
真
部
・
書
道
部
を
お
い
て
い
ま
す
。

将
来
生
徒
数
が
増
加
す
れ
ば
、
軟

式
庭
球
部
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

・
バ

レ
ー
部
・
茶
華
道
部
・
郷
土
研
究
部

等
も
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
高
校
教
育
は
地
元
の
学
校
で

高
校
へ
の
進
学
は
‘
本
人
の
個
性
・

能
カ
・
将
来
の
希
望
な
ど
を
考
え
て
、

慎
重
・
適
切
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
す
か
‘
近
年
や
や
も
す
る
と
‘

単
に
友
達
か
行
く
か
ら
と
か
、
有
名

校
だ
か
ら
と
い
っ
た
理
由
だ
け
で
進

学
し
、
そ
の
結
果
‘
途
中
で
挫
折
す

る
生
徒
や
、
非
行
に
走
る
生
徒
か
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と

で
す
。
最
近
、
地
方
主
義
の
時
代
と
か
‘

地
域
主
義
と
か
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
か
、
真
の
地
方
主
義
・
地

域
主
義
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
地
方
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
達
の
生
ま
れ
た
郷
土
を
愛
し
、

地
域

の
発
展
に
努
力
す
る
熱
意
を

も
っ
た
生
徒
か
一
人
で
も
多
く
、
こ

の
新
し
い
分
校
に
入
学
し
、
学
び
、

巣
立
っ
て
ゆ
け
ば
‘
こ
の
地
方
の
将

来
に
、
明
る
い
展
望
が
開
け
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
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＠国民年金受給状況

(I)拠出年金受給者数 (s.56. 3.31) 

老齢年金 439人 障害年金 25人

通算老齢年金 1 2人 寡婦年金 9人

母子年金 1 0人 遺児年金 2人

受給額 139,829,100円

(2)福祉年金受給者数 (S. 56. 3. 31) 

国
民
年
金
を
受
け
る
人
は
年
々
増

え
、
肱
川
町
で
は
、

福
祉
年
金
（
保

険
料
を
納
め
な
い
で
受
け
て
い
る
年

金
）
と
合
せ
て
、
受
給
者
は
八

0
0

人
と
な
り
、
受
給
額
は
二
億
三
千
万

円
に
達
し
ま
し
た
。

一
方
、
保
険
料
は
約

一
‘
三
三

0
人

か
、
年
間
約
六
、
三

0
0
万
円
納
め
ま

し
た
。
日
本
か
世
界
有
数
の
長
寿
国
の
仲

年
間
一

老齢年金 障害年金 母子年金 受 糸合 額

276人 5・6人 0人 94,500,000円

間
入
り
を
し
た
こ
と
か
ら
「
年
金
」

に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す

か
、
年
金
の
引
き
上
げ
に
応
じ
た
保

険
料
の
引
き
上
げ
等
、
均
整
の
と
れ

た
体
制
づ
く
り
か
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。当
町
に
お
け
る
国
民
年
金
受
給
状

況
と
、
新
し
く
改
正
さ
れ
た
国
民

年
金
給
付
額
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

国
民
年
金
の
受
給
額

一
億
三
千
ガ
円
に

持
ち
家
の
な
い
方
の
た
め
に
、
安

く
て
、
住
み
よ
い
住
宅
を
供
給
す
る

の
か
、
公
営
住
宅
の
使
命
で
す
。

町
で
は
、
五
一
年
度
に
大
駄
場
地

区
ヘ
一

0
戸
の
住
宅
を
建
設
し
ま
し

た
が
、
た
ち
ま
ち
満
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、

引
続
き
住
宅
の
要

望
が
あ
り
、
適
当
な
敷
地
を
求
め
て

い
た
と
こ
ろ
、
今
回
、
国
道
改
良
工

事
に
伴
い
、
下
石
丸
地
区
の
集
団
的

な
移
転
の
必
要
か
ら
、
地
区
内
有
志

の
ご
協
力
に
よ
り
敷
地
造
成
が
か
な

い
、
町
へ
も
敷
地
の
分
譲
を
得
て
、

本
年
度
町
営
住
宅
を
建
設
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

計
画
は
、
鉄
骨
二
階
建
、
四
棟
で

八
戸
（
一
棟
：
二
戸
）
。
一
戸
の
延

ベ
面
積
六

0
面
（
約
一
八
坪
）
で
三

D
K
゜
概
算
事
業
費
五、

0
0
0
万

円
で
す
。

工
事
は
、
上
田
建
設
が
受
注
し
、

来
年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
こ

の
ほ
ど
着
工
し
ま
し
た
。

下
石
丸
団
地
で
は
‘
既
に
一
般
住

宅
の
新
築
も
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後

の
国
道
改
良
工
事
と
相
ま
っ
て
、
近

代
的
な
新
団
地
が
誕
生
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

下
石
丸
団
地
着
工
〗

4
棟

8
戸

3
月
完
成

＠改正された国民年金

(I)拠出年金 (S. 56年7月実施）

種 別 改正前（月額） 改正後（月額）

2 5年納付 42,000円 45,275円

老齢年金 1 0年年金 26,550円 28,625円

5年年金 22,600円 24,367円

1 級 52,250円 56,325円
障害年金
2 級 41,800円 45,058円

母子年金 子子供加 1 人 56,800円 60,058円祉 算含む

遺児年金 子供 1人 41,800円 45,058円

母子、遺児年金は子供2人目から加算される

(2)福祉年金 (S. 56年8月実施）

種別 改正前（月額） 改正後（月額）

老齢福祉年金 老 齢 22,500円 24,000円
※23,000円

1 級 33,800円 36,000円
障害福祉年金

2 級 22,500円 24,000円

母子福祉年金 子供1人 29,300円 31,200円
ヽ

※老齢福祉年金 月額23,000円の人は、扶養
義務者の所得により一部停止されます。
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◎
残
土
処
理
場
の
円
滑
化
に
つ
い

て

問

道
路
の
新
設
改
良
及
び
災
害
復

―

一

般

質

問

一

◎
正
山
幼
稚
固
の
園
地
整
備
に
つ

い
て

問
園
地
の
効
率
的
利
用
と
今
後
の

災
害
防
止
を
考
え
て
、
工
事
を
進
め

て
い
く
べ
き
と
思
う
か
ど
う
か
。

答
昭
和
五
四
年
度
に
幼
稚
園
と
教

56. 10. 20 (4) 

麿

麿

――――――-＝
＝＝―-＝-＿＿-＿＿＿＿＿＿

9
月
定
例
町
議
会
―
-
＝
＝
＝
＝
＝
＝＝＝＝＿＿＿＿＿＿

九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
二
四
日
か
ら
三

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
町
長
よ
り
提
案
さ
れ
た

九
議
案
を
、
原
案
ど
お
り
同
意
、
認
定
、
可
決

し
、
意
見
書
一
件
を
採
択
‘
陳
情
書
一
件
を
不

採
決
と
決
定
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
事
務
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
は
‘

五
人
の
議
員
か
ら
一
五
項
目
に
わ
た
っ
て
の
質

問
か
あ
り
ま
し
た
。

員
住
宅
を
建
築
し
、
更
に
本
年
度
は

園
地
を
造
成
整
僅
し
だ
の
で
、
教
育

環
境
は
良
く
な
っ
だ
と
思
う
。

ま
だ
充
分
と
は
い
え
な
い
ガ
、
ご

指
摘
の
事
瑣
に
つ
い
て
は
、
合
後
の

聰
題
と
し
て
と
り
＜
む
つ
も
り
で
あ

り
ま
可
の
で
、
暫
ら
く
ご
辛
抱
を
願

い
だ
い
。

◎
町
道
の
分
類
基
準
に
つ
い
て

問

規
程
に
基
づ
く
分
類
基
準
に
よ

る
と
、
一
級
線
に
該
当
す
る
路
線
で

あ
り
な
か
ら
二
級
線
の
と
こ
ろ
が
あ

る。
速
や
か
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
、

昇
格
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

合

年
度
は
、
諸
事
業
な
ら
び
に

行
財
政
施
策
の
見
匡
し
を
は
力
り
、

そ
の
考
え
方
に
璽
づ
い
て
、
分
類
基

準
に
つ
い
て
も
、
再
検
討
を
し
だ
い

と
思
っ
て
い
る
。

旧
工
事
の
施
工
に
と
も
な
う
残
土
は

考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
貴
重
な
財
産

で
あ
る
。

こ
の
残
土
の
有
効
利
用
と
円
滑
化

を
は
か
る
た
め
、
取
扱
い
の
窓
口
を

統
一
す
べ
き
と
思
う
か
ど
う
か
。

答
ご
意
貝
ご
も
っ
と
も
で
あ
り
提

言
の
趣
旨
に
添
つ
て
対
処
し
だ
い
。

◎
小
規
模
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い

て

問

他

町

村
に
さ
き
か
け
て
実
施
し

て
い
る
小
規
模
基
盤
整
備
事
業
は
、

非
常
に
農
家
よ
り
好
評
を
得
て
い
る

が
、
今
後
も
こ
の
制
度
を
続
け
て
い

く
の
か
、
又
は
形
を
変
え
た
事
業
と

し
た
い

考
え
か
伺
い
た
い
。

答
農
家
の
意
欲
を
増
進
可
る
だ
め

の
起
爆
剤
と
し
て
実
施
し
だ
ガ
、
非

常
に
効
果
は
大
で
あ
っ
だ
。

農
構
、
山
振
事
業
に
よ
る
基
盤
整

備
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
新
し
い

工
地
基
盤
ガ
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

ガ
、
小
規
模
基
盤
整
備
の
賜
要
性
も

あ
る
の
で
、
合
年
度
予
定
し
て
い
る

地
方
改
善
事
業
等
に

千
七
百
万
円
補
正

氣

怠

◎
郷
土
芸
能
伝
習
館
の
建
築
に
つ

い
て

問

町

で
は
、
第
三
期
山
村
振
興
事

業
に
よ
っ
て
、
郷
土
芸
能
伝
習
館
の

建
築
を
計
画
を
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
建
物
を
建
築
さ
れ
る
敷
地
に
つ
い

て
は
‘
負
担
金
条
例
に
よ
り
地
元
か

全
額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

るつ
大
谷
文
楽
は
、
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
り
、
他
の
趣
味
の
会
な
ど

と
は
異
な
り
、
町
に
と
っ
て
は
貴
重
な

資
源
で
あ
る
の
で
、
こ
の
建
設
用
地

は
、
町
の
財
産
と
し
て
全
額
を
負
担

し
て
取
得
す
べ
き
と
思
う
か
ど
う

凶

〇ヵ
-

と答
町
ガ
補
助
可
べ
き
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
や
規
程
を

設
け
て
い
る
ガ
、
特
殊
な
も
の
と

し
て
考
え
だ
い
気
持
ち
は
も
っ
て
い

諸
事
業
の
貝
直
し
の
課
程
で
結
誦
を

出
し
だ
い
考
え
で
あ
る
。

る。
し
力
し
、
他
の
地
域
と
の
関
速
も

あ
る
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
な

回
笞
は
で
き
な
い
ガ
、
今
後
の
課
題

と
し
て
、
総
合
的
に
検
討
し
て
ま
い

り
だ
い
。

◎

ヘ
ラ
ブ
ナ
観
光
に
つ
い
て

問

本

年

三
月
の
定
例
議
会
で
、
ヘ

ラ
ブ
ナ
増
殖
に
つ
い
て
の
質
問
に
対

し
て
、
町
長
は
有
識
者
を
も

っ
て
研

究
し
て
い
く
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
、
ど
う
対
処
さ
れ
た
か
伺
い
た

、。し答

会
合
は
三
回
程
度
開
い
て
検
討

し
て
い
だ
だ
い
だ
ガ
、
最
終
的
に

は
現
在
行
っ
て
い
る
稚
魚
の
放
流

を
続
け
て
い
く
こ
と
と
、
野
村
町
、

肱
川
町
、

上
流
涯
協
の
三
者
問
で

意
思
の
疎
逹
を
は
力
り
な
ガ
ら
、

地
遥
に
増
廼
活
動
を
続
け
て
い
く

以
外
に
妙
案
は
な
い
と
考
え
て
い

る。
◎
固
定
資
産
の
評
価
に
つ
い
て

問

最
近
鹿
野
川
周
辺

の
土
地
か
非

常
に
値
上
り
し
て
い
る
か
、
固
定
資

産
評
価
の
場
合
、
辺
地
と
の
均
衡
か

と
れ
て
い
る
の
か
‘
ま
た
と
れ
て
い

な
い
と
す
れ
ば
‘
ど
う
対
処
さ
れ
る

の
か
伺
い
た
い
。

答

固
定
資
産
税
課
税
の
だ
め
の
評

価
は
、
宅
地
ガ
一
亡
、
田
穴
一
、
咄

五

0
、
山
林
二
五
等
級
に
細
分
化
し

て
騨
価
し
て
い
る
の
て
、
町
内
の
均

衡
は
と
れ
て
い
る
と
思
う
。

し
力
し
一
部
に
は
対
応
を
考
え
る

べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
の
て
、

検
討
し
だ
い
考
え
て
あ
る
。
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◎
固
保
税
の
資
産
割
に
つ
い
て
国
に
差
異
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

問

新

築

住

宅

に

対

す

る

固

定

資

産

答

ご

指

摘

の
と
お
り
矛
届
ガ
生
じ

か
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
て
い
る
。
受
茄
者
に
対
し
公
平
を
期

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
国
保
税
も
す
る
だ
め
、
新
年
度
力
ら
対
応
を
考

高
く
な
っ
て
い
る
が
、
改
正
す
る
考
え
て
ま
い
り
だ
い
。

え
は
な
い
か
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
中
に
占

め
る
住
宅
分
の
税
金
の
率
は
、
ど

の
程
度
に
な
っ
て
い
る
か

伺
い
た

、
。
し答
国
保
税
の
固
定
資
産
割
は
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
て
お
り
、
他

の
町
村
と
比
較
し
て
も
、
適
正
な
割

合
と
思
っ
て
い
る
。
従
っ
て
国
に
改

正
す
る
考
え
は
な
い
。

な
お
固
定
資
産
税
中
専
用
住
宅
に

カ
カ
る
割
合
は
、
一
＿

o．
五
八
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
。

◎
道
路
新
設
に
と
も
な
う
地
元
負

担
に
つ
い
て

問
道
路
を
新
設
す
る
場
合
に
、
事

業
主
体
に
よ
っ
て
、

地
元
負
担
の
額

◎
通
学
路
等
の
整
備
に
関
す
る
陳

情
に
つ
い
て

問

早

急

に

調

査
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
か
、
そ
の
後
の
経
過
を
伺

い
た
い
。

答
陳
情
の
趣
旨
は
承
知
し
て
い
る

ガ
、
地
元
負
担
金
を
賜
要
と
可
る
事

業
で
も
あ
る
の
で
、
地
域
振
輿
事
業
と

し
て
要
望
の
手
続
き
を
さ
せ
て
い
だ

だ
き
だ
い
。

◎
道
野
尾
橋
の
架
橋
に
関
す
る
陳

情
に
つ
い
て

問
そ
の
後
の
経
過
を
伺
い
た
い
。

答

現

在

、
明
年
度
以
降
の
公
共
の

追
路
新
設
改
良
事
業
の
要
望
と
り
ま

と
め
ガ
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
新
規

事
業
と
し
て
申
し
出
を
づ
る
考
え
て

あ
る
。だ
だ
し
、
新
規
事
業
の
採
択
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
現
地
調
酉
な
ら
び
に
条
件
整
僅

等
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

関
係
方
面
へ
の
働
き
刀
け
を
し
だ

¥
o
 

し
◎
町
道
の
等
級
見
直
し
に
つ
い
て

問
町
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
い

た
い
。

答
分
類
基
幸
の
解
釈
に
つ
い
て
は

厳
密
に
考
え
る
場
合
と
、
拡
大
的
に

考
え
る
場
合
で
差
異
ガ
あ
る
ガ
、
諸

事
業
の
貝
匿
し
作
業
の
過
程
及
び
地

◎
県
道
肱
川
公
園
線
の
交
通
止
め

に
つ
い
て

問

ダ
ム
堰
堤
上
の
災
害
に
よ
る
交

通
止
め
は
‘
六
箇
月
近
く
な
る
と
思

う
か
、
現
在
ま
で
の
経
過
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

現場
----.珈---～・

-i
 

蛤

B
 

答
ご
不
便
を
力
け
て
申
訳
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
'

し
力
し
、
こ
の
現
地
は
延
長
ガ
六

三
・
五
店
に
及
ぶ
大
災
害
で
あ
り
、

票
単
独
事
業
て
は
復
旧
工
事
ガ
む
可

力
し
い
だ
め
、
現
在
国
岸
補
助
に
よ

る
災
害
復
旧
工
事
の
申
請
を
さ
れ
て

あ
り
ま
可
。

地
方
局
建
設
郎
で
は
、
一
0
月

ーニ

巳
力
ら

一
七
日
の
間
に
査
定
を
う
け

で
き
る
限
り
早
期
に
着
工
し
だ
い
と

考
え
て
い
る
ガ
、
完
成
は
明
年
三
月

に
な
る
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

関
係
地
域
の
方
刀
に
対
す
る
周
知

◎
国
の
行
財
政
改
革
に
対
す
る
町

と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

問
国
の
行
財
政
改
革
に
と
も
な
い

町
と
し
て
も
、
当
然
に
そ
の
対
応
策

か
必
要
で
あ
る
と
思
う
か
、
町
長
の

考
え
方
を
伺
い
た
い
。

答
ご
承
知
の
よ
う
な
情
勢
で
あ
り

ま
可
の
で
、
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
問

題
と
し
て
受
け
止
め
て
あ
り
、
行
政

の
合
理
化
、
効
率
化
に
よ
っ
て
支
出

削
減
を
は
力
り
、
財
政
を
立
て
直
可

べ
く
、
現
在
各
種
の
事
業
そ
の
他
に

つ
い
て
の
見
匿
し
作
業
に
着
手
し
て

い
る
。◎

仕
事
を
ふ
や
す
町
政
に
つ
い
て

問
現
在
ま
で
の
実
績
に
対
す
る
評

価
と
、
今
後
の
方
針
及
び
進
め
方
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
仕
事
を
ふ
や
可
町
政
に
つ
い
て

は
、
三
月
定
例
会
に
お
け
る
所
信
表

明
で
も
申
し
上
げ
だ
と
あ
り
、
農
林

業
に
お
い
て
は
、
土
地
、
労
働
力
、

資
金
、
技
術
、
生
産
、
流
遅
、
販
売

の
各
段
階
て
、
実
行
可
能
な
事
項
を

見
い
出
し
、
合
理
化
を
は
力
つ
て
い

く
基
本
的
努
力
、
商
店
に
お
い
て

は
、
一

固
で
も
多
く
の
000
物
を
売
る

努
力
、
こ
れ
ガ
仕
事
を
ふ
や
可
原
点

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
引
続
い
て
新
農
構

事
業
及
び
山
村
振
輿
事
業
等
に
よ

・
る
生
産
基
盤
整
備
事
業
と
近
代
化

施
設
整
備
事
業
と
併
せ
て
、
新
規

事
業
の
奨
励
等
を
推
追
し
て
い
く

考
え
て
あ
り
ま
可

tf
、
最
も
仕
事

域
間
の
均
衡
を
考
え
な
ガ
ら
結
誦
を
の
不
卸
厄
に
つ
き
ま
し
て
、
だ
い
ヘ

出

し

だ

い

。

ん

遺

憾

に

思

っ

て

あ

り

ま

可

。

を
ふ
や
可
だ
め
の
近
追
て
あ
る
〈
止

業
誘
致
に
つ
い
て
も
、
累
内
外
の
企

業
に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
万
法
に

よ
る
働
き
力
け
を
い
だ
し
て
あ
り
、

合
後
も
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま

可。

議
決
し
た
議
案

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

教
育
委
員
会
委
員
永
田
利
幸
氏
の

任
期
満
了
に
よ
る
、
再
任
に
同
意
し

こ
。
f
 ◎

肱
川
町
文
化
財
保
護
条
例
の
制

定
町
文
化
財
保
護
審
議
会
の
設
置
、

町
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は

保
護
団
体
の
認
定
、
文
化
財
の
保
存

技
術
の
選
定
等
を
規
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

◎
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

町
道
及
び
農
林
道
整
備
計
画
に
一

一
路
線
を
追
加
し
、
経
営
近
代
化
施

設
に
、
椎
茸
保
存
施
設
外
一
を
追
加

し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

下
石
丸
公
営
住
宅
新
築
工
事
の
請

負
契
約
に
同
意
し
た
。

◎
昭
和
五
五
年
度
肱
川
町
歳
入
歳

出
決
算
認
定

決
算
書
は
、
福
田
‘
山
口
監
査
委

員
か
ら
の
審
査
意
見
を
つ
け
て
提
出

さ
れ
、
こ
れ
を
認
定
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
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監
査
委
員
の
主
な
意
見
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

0

決
算
計
数
は
‘
い
ず
れ
も
符
合

し
て
お
り
正
確
で
あ
る
。

〇
財
政
運
営
は
‘
収
支
の
均
衡
に

努
め
‘
予
算
執
行
率
も
良
好
で
あ

る
。

0

町
税
は
昭
和
四
八
年
以
来
連
続

完
納
で
あ
り
、
高
く
評
価
す
る
。

財
政
の
管
理
は
、
概
ね
良
好
で

あ
る
。

◎
昭
和
五
六
年
度
肱
川
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

地
方
改
善
道
路
新
設
一
、
七

0
0

万
円
、
水
田
転
作
団
地
化
モ
デ
ル
事
業

一
九

0
万
円
、
農
村
地
域
整
備
開
発

促
進
費
二
五

0
万
円
、
農
村
定
住
区

整
備
推
進
事
業
費
‘
一
六
五
万
円
、
間

伐
促
進
対
策
事
業
費
八
三

0
万
円
、

緑
の
少
年
隊
運
営
費
二

0
万
円
、
鹿

野
川
園
地
保
健
慰
安
施
設
七
二

0
万

昭和55年度一般会計並びに特別会計の総括表

たばこ消費税は
暮らしの中に生かされていま丸 > 歳 入 歳 出 差引繰越額

一般会計 1,429,379,403円 1,408,841,438円 20,537,965円

目保会計 222,636,781円 201,508,403円 21,128,378円
特
水道会計 99,352,727円 96,414,979円 2,937,748円

淵l給食会計 42,617,67lfil 42,098,883円 518,788円

会車輛会計 10,179,807円 9,290,709円 889,098円

住宅会計 10,043,962円 9,925,179円 118,783円
計

許 384,830,948円 359,238, 153円 25,592,795円

合 計 1,814,210,351円 1,768,079,591円 46,130,760円

円
、
町
道
改
良
五
三

0
万
円予

備
費
二

◎
昭
和
五
六
年
度
肱
川
町
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号

償
還
金
一
九
七
万
円
、

七

0
万
円
。

◎
昭
和
五
六
年
度
肱
川
町
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号

◎
行
政
改
革
の

推
進
に
関
す

る
意
見
書
に

つ
い
て

原
案
ど
お
り
採

択
し
、
関
係
方
面

へ
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
決
し

こ
。
f
 ◎

公
共
事
業
に

お
け
る
設
計

労
務
単
価
の

適
正
化
と
建
設
労
働
者
の
賃
金

引
上
げ
、
建
設
業
退
職
金
制
度

中
居
谷
（
町

共
同
給
水
施
設

四
一
万
円

●たばこは地元で

買いましょう。 瓜慎(

狩猟シーズン来る

銃の保管は厳重にしましょう

住みよい社会をつくる郵便貯金

肱川町へは6億円を融資
の
完
全
実
施
に
関
す
る
陳
情
に

つ
い
て

採
決
の
結
果
不
採
択
と
決
定
し

こ
。
f
 

郵
便
貯
金
は
‘

明
治
八
年
の
創
業

以
来
、
身
近
な
貯

蓄
と
し
て
広
く
皆

様
方
に
御
利
用
を

い
た
だ
き
、
全
国

の
貯
金
総
額
は
‘

五
六
年
一
月
現
在

六

0
兆
円
を
超
え

て
い
ま
す
。

こ
の
、
皆
様
か

ら
お
預
り
し
た
大

切
な
お
金
か
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
か
御
存
知
で

し
ょ
う
か
。

郵
便
貯
金
と
し

て
お
預
り
し
た
お

金
は
、
大
蔵
省
の

資
金
運
用
部
に
預

け
ら
れ
、
財
政
投
融
資
の
主
要
な
原

資
と
し
て
県
や
市
町
村
等
へ
融
資
さ

れ
て
い
ま
す
。

五
六
年
三
月
末
現
在
、
愛
媛
県
全

体
で
二

0
六
一
億
円
、
肱
川
町
へ
は

い一 て会を関に貯 ろ備宅六
た層今 P を→の御金郵でな‘億
しの後 Rつ 豊 御理の政生ど学円
ま御と活くか協解働省か‘校余
す理も動るな力いきでさ皆‘か
解゚‘を郵くをたをはれ様公融
と郵行便ら得だ広‘てり、園資
御便 つ貯 してく〈こ ‘い-‘さ
支貯て金と ‘た国のまく道れ
援金い月住毎め民ょす身路て
をにま間み年‘のっ 近゚のお
お対す L ょー関皆な な建り
頻す ゜とい 〇 係様郵 と設‘
いる し社月機方便 こ整住 ＇ ク/融資兎凌訂亨蚕成した農業資料館柑-..'"'ii,'，贔， ．」公 ．↓

一
集
音
マ
イ
ク
一

0
「
農
地
を
貸
し
た
ら
奨
励
金
が
も

ら
え
る
ん
か
な
ア
」
「
ヤ
ミ
小
作
で

し
と
っ
た
ん
じ
ゃ
か
こ
の
機
会
に
」
、

い
よ
い
よ
肱
川
町
で
も
農
用
地
高

度
利
用
促
進
事
業
を
開
始
、
荒
し

づ
く
り
の
解
消
、
ヤ
ミ
小
作
の
追

放
、
中
核
農
家
の
育
成
に
、
今
こ

そ
農
地
の
有
効
利
用
を
と
、
貸
し
て

借
り
手
の
堀
り
起
し
活
動
の
推
進
‘

農
業
委
員
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。

（
％
農
業
委
員
会
）

0
「
お
母
さ
ん
、
あ
っ
た
1
お
父
さ
ん

ト
ゲ
が
さ
さ
っ
て
イ
タ
イ
ヨ
ー
／
」

台
風
の
影
響
も
な
く
豊
作
か
期
待

さ
れ
る
肱
川
の
栗
、
遠
来
の
観
光

栗
ひ
ろ
い
の
家
族
づ
れ
の
楽
し
い

声
か
、
あ
ち
こ
ち
の
山
々
に
こ
だ

ま
す
る
。

（
％
観
光
栗
ひ
ろ
い
開
始）

0
「オ
ー
イ
嫁
さ
ん
ヤ
ー
イ
」
「
何

と
か
せ
ん
と
も
う
か
な
り
の
年
に

な
っ
と
る
け
ん
の
ォ
」
肱
川
町
の
後

継
者
の
嫁
不
足
も
深
刻
化
し
て
来
て

い
る
か
、
今
度
肱
川
町
結
婚
相
談
所

で
は
‘
二
人
の
専
問
相
談
員
を
委

嘱
、
町
内
青
年
の
ラ
ブ
コ
ー
ル
の
相

手
捜
し
を
し
て
も
ら
う
事
と
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
％
結
婚
相
談
所
協
議
会
）

0
「
校
舎
か

工
工
よ
う
に
な
っ
た
ら

生
徒
も
ふ
え
る
か
の
オ
」
老
朽
化

し
た
大
洲
高
校
肱
川
分
校
か
今
度

高
砂
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
横
に
移
転

新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
来
年

4

月
の
新
入
生
よ
り
新
し
い
校
舎
へ

（
％
肱
川
分
校
起
工
式
）
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「
お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て
」
「
遊
び

に
連
れ
て
い

っ
て
」
|
|
。
と
子

供
に
せ
が
ま
れ
る
と
、
つ
い
つ
い

う
な
ず
い
て
し
ま
い
ま
す
。

別
に
約
束
し
た
つ
も
り
で
は
な

く
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
合
い
づ
ち

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

て
も
、
子
供
の
方
は
覚
え
て
い
て

「
約
束
し
た
じ
ゃ
な
い
」
あ
げ
く
の

は
て
は
「
約
束
を
破
っ
た
。
う
そ

つ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

のびる、‘魔の手，覚せい剤

「一度だけ」が命とり

（
 

覚
せ
い
剤
に
手
を
出
す
と
ど
う
な

る
の
か
ー。

私
た
ち
の
ご
く
身
近
か

で
覚
せ
い
剤
に
よ
る
犯
罪
か
発
生
し

て
い
る
の
に
、
こ
の
薬
物
の
恐
ろ
し

さ
に
つ
い
て
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

「
自
分
た
ち
と
は
別
世
界
の
で
き

ご
と
」
と
受
け
と
め
て
い
る
せ
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
こ
に
覚
せ
い
剤
体
験
者
の
悲
痛

な
告
白
が
あ
り
ま
す
。

「
長
距
離
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
手
を

し
て
い
ま
し
た
か
、
深
夜
、
長
時
間

運
転
す
る
の
で
‘
疲
れ
か
ら
眠
気
に

お
そ
わ
れ
る
こ
と
か
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
仲
間
か
ら
疲
労
と
眠
気
ざ
ま
し

に
効
く
と
い
わ
れ
、

覚
せ
い
剤
を
注

射
さ
れ
ま
し
た
。

た
し
か
に
、
少
々
無
理
し
て
も
疲

れ
な
い
し
、
目
か
さ
え
る
よ
う
な
気

か
し
ま
す
。

一
度
だ
け
の
つ
も
り
か

し
ま
い
ま
す
。

約
束
ご
と
は
子
供
ど
う
し
で
も
取

り
交
さ
れ
ま
す
。
待
ち
合
せ
の
時
間
、

仲
間
だ
け
の

”
秘
密
“
の
遊
び
場
な

ど
守
ら
な
い
と
仲
間
は
す
れ
で
す
。

約
束
を
し
、
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
子
供
の

が
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

と
は
い
え
、
親
子
間
の
約
束
で
は

子
供
の
願
望
の
押
し
付
け
、
と
い
う

形
が
多
く
な
り
か
ち
で
す
。

し
か
し
「
約
束
は
相
互
的
な
も
の
」

「
社
会
性
」

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
く
く
ま
れ
る

〖
子
供
の
「
社
会
性

L

や
が
て
自
分
か
ら
覚
せ
い
剤
を
求
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

月
に
三

0
万
円
は
稼
い
で
い
ま
し

た
が
、
そ
の
全
部
を
覚
せ
い
剤
を
買

う
た
め
に
使
い
果
た
し
て
し
ま
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く
腹

が
立
ち
、
家
族
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た

り
、
夜
中
に

ノ
コ
ギ
リ
で
庭
の
木
を

切
り
倒
し
た
り
し
ま
し
た
。

理
由
も
な
し
に
、
そ
ん
な
行
動
に

出
て
し
ま
う
の
で
す
。
家
族
は
今
、

ど
こ

へ
行

っ
て
し
ま

っ
た
か
分
か
ら

な
い
。
後
悔
し
て
い
ま
す
。」

11

一
度
だ
け
“
の
つ
も
り
か
常
用
者

に
°
|
|

は
じ
め
は
好
奇
心
か
ら
と

い
う
の
か
は
と
ん
ど
で
す
か
、
「
一
度

手
を
出
す
と
も
う
や
め
ら
れ
な
い
」

と
い
う
の
か
覚
せ
い
剤
体
験
者
の

パ

タ
ー

ン
で
す
。

そ
し
て
、
中
毒
者
は
も
う
想
や
幻

覚
な
ど
に
よ

っ
て
、
暴
行
・
放
火
・

で
す
。
約
束
の
押
し
付
け
は
暴
力
に
も

等
し
い
こ
と
を
納
得
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
ん
な
約
束
も
あ
り
ま
す
。

「
食
事
中
に
テ
レ
ビ
を
見
る
の
は
や
め

よ
う
」
「
朝
は
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
は
ん

を

食

べ

よ

う

」

子

へ

の

押

し

付

け
と
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
約
束

．．． 

の
形
を
と
っ
た
し
つ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
気
を
付
け
た

い
の
は
、
約
束
が
守
れ
な
く
な
っ
た

と
き
の
対
策
で
す
。

一
般
に
「
毎
日
…
…
す
る
」
と
い
っ

殺
人
な
ど
を
引
き
お
こ
し
ま
す
。

そ
し
て
問
題
な
の
は
、
そ
れ
ら
が
、

＂
理
由
な
き
犯
行

II

で
あ
る
こ
と
で

す
。
覚
せ
い
剤
中
毒
者
か
一
人
で
も

出
る
と
、
家
庭
は
確
実
に
崩
壊
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

-
0
月
一
日
か
ら
―
一
月
三

0
日

ま
で
は
「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
減

運
動
」
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
”
白
い
粉
の
恐
怖
“
に
つ
い
て
一
人

ひ
と
り
か
よ
く
知
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
の
周
囲
か
ら
覚
せ
い
剤
を
追
放

し
ま
し
ょ
う
。

た
習
慣
的
な
約
束
は
守
り
に
く
い

も
の
で
す
。

こ
の
種
の
約
束
か
守

れ
そ
う
も
な
く
な

っ
て
き
た
と
き

は
、
守
り
や
す
い
形
に
変
え
て
み

る
の
も
―
つ
の
方
法
で
す
。

た
と
え
ば
「
毎
日
早
起
き
し
よ
う
」

と
い
う
約
束
が
守
れ
そ
う
に
な
い
と

き
は
「
明
日
は
一
時
間
早
く
ご
は
ん

を
食
べ
よ
う
」
な
ど
、
そ
の
日
だ
け

の
約
束
に
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

約
束
が
守
ら
れ
な
い
と
き
「
約

束
し
た
こ
と
は
守
り
な
さ
い
」
と

た
っ
た
一
度
の
＂
違
反

lI

を
厳
し

く
と
か
め
た
り
、
約
束
か
守
ら
れ

て
い
な
い
ま
ま
‘
う
や
み
に
し
て

し
ま
う
の
は
、
子
供
に
よ
い
影
響

を
与
え
な
い
で
し
ょ
う
。

置
を
し
た
ら
、
必
ず
専
問
医
へ
行

っ

て
‘
正
し
い
手
当
て
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

身
体
の
各
部
に
関
節
か
あ
り
ま

す
か
、
も
っ
と
も
脱
き
ゅ
う
が
お

こ
り
や
す
い
の
が
肩
関
節
で
す
。

脱
き
ゅ
う
を
お
こ
し
た
と
き
‘

動
か
す
の
は
禁
物
、
自
分
で
腕
を

抱
く
よ
う
な
姿
勢
に
な
っ
て
、
ヒ

ジ
を
し

っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
ま
ま
で
は
腕
か
次
第
に
さ

か
っ
て
し
ま
い
肩
か
痛
く
な
り
ま

す
か
ら
腕
全
体
を
上
半
身
に
し
ば

り
つ
け
て
固
定
し
、
早
く
医
師
に

診
せ
る
こ
と
で
す
。

あ
る
部
分
に
強
い
衝
撃
を
受
け

る
と
、
関
節
が
は
ず
れ
た
状
態
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
脱

き
ゅ
う
で
す
。

し
か
し
、
実
際
の
脱
き
ゅ
う
は
‘

単
に
骨
が
は
ず
れ
る
だ
け
で
な
く
‘

関
節
か
切
れ
た
り
、
骨
折
を
伴
っ

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、
出
血
や
腫

（
は）

れ
が
ひ
ど
く
な
い
か
ら
と
い

っ
て、

素
人
治
療
は
危
険
で
す
。

横
綱
、
千
代
の

冨
士
か
肩
関
節

を
何
回
も
脱
き
ゅ
う
し
た
の
は
有

名
な
話
で
す
。

一
度
お
こ
す
と
く

せ
に
な
り
や
す
い
の
で
、
応
急
処

肩
関
節
の

脱
き
ゅ
う

一
―
口
医
学
―
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11
月
11
日
ー

11
月
17
日

国
は
、
住
民
が
豊
か

で
幸
福
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
財
源
と
し
て
税

金
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
深
く
か
か
わ
り

あ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
税
金
に
つ
い

て
、
そ
の
仕
組
み
や
使

い
み
ち
な
ど
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
毎
年
―
一
月
下
一
日
か
ら
一

税を知る週間

四
国
電
気
保
全
協
会

大
洲
出
張
所

七
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と

し
て
、
全
国
の
税
務
署
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

大
洲
税
務
署
で
も
、
次
の
よ
う
な

催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〇
税
務
行
政
の
説
明
と
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
座

談
会

〇
税
金
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

相
談
に
応
ず
る
税
務
相
談
所
の
開

設
0

い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
方
々
か
ら

税
に
関
す
る
意
見
や
要
望
を
お
聞

き
す
る
懇
談
会

そ
の
他
、
学
生
、
主
婦
な
ど
を
対

象
と
し
た
「
税
務
署
見
学
」
や
「
税

金
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
税
金
を
身
近
な
も
の
と
し
て

少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

タ
コ
足
配
線
は

危
険
が
い
つ
ば
い

コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
、

流
れ
る
電
流
の
限
度
が
あ
り
ま

す。
テ
ー
プ
ル
タ
ッ
プ
や
マ
ル
チ
ブ

タ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
、

タ
コ
足
配
線
を
し
て
い
る

と
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の

電
流
が
流
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
、
大
変
危
険
で

す。
電
気
器
具
は
専
用
の
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
使
い
ま

し
ょ
う
。

9
＿

才

児

｝

健

康

ー

オ

六

ヶ

月

児

診

査

―
一
月
一
九
日
困

と

き

医と
~ 

し一

師 ろ

と

き

―
一
月
一
八
日
困

一
三
時
ー

一
四
時

肱
川
町
公
民
館

産
婦
人
科
松
尾
先
生

⑥
妊
婦
検
診

と
こ
ろ

と

き

―
一
月
一
七
日

-
0
時
ー
一
五
時

岩
谷
公
民
館

と
こ
ろ

と

き

―
一
月
一
六
日

1
0
時
ー

一
五
時

共
栄
集
会
所

と
こ
ろ

と

き

―
一
月
六
日

1
0時
ー
一
五
時

小
藪
集
会
所

今
や
車
と
私
達
の
生
活
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

道
路
の
整
備
も
新
設
か
ら
改
良
舗

装
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
維
持
管
理

費
の
節
減
と
車
の
省
エ
ネ
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
町
内
に
は
二
三

0
キ
ロ
の

道
路
が
あ
り
、
う
ち
舗
装
済
の
道
路

＠
栄
養
学
級

道
路
愛
護
デ
ー
に

ご
協
力
を

11
月
1
日

と

き

―

一

月

五

日

九
時
ー
一
六
時

一
オ
ー
三
オ
ま
で
の
幼

児

料

金

二

八

0
円

申
込
締
切

一
0
月
末
日

申
込
方
法
電
話
で
町
民
課
ヘ

＠
行
政
相
談

⑥
ム
シ
歯
予
防
教
室
の

希
望
者
募
集
に
つ
い
て

象

対 医

師
と
こ
ろ

対
象
児

は
二
0
~

に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
砂
利

道
の
路
面
整
備
は

グ
レ
ー
ダ
ー
の
運

行
で
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
不
充
分
な
状
況

で
す
。そ
こ
で
、
例
年

行
っ
て
お
り
ま
す
秋
の
道
路
愛
護
デ
ー

を
―
一
月
一
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

お
忙
し
い
時
期
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
三
時
ー
一
四
時

肱
川
町
公
民
館

（
一
オ
六
ヶ
月
児
）

昭
和
五
五
年
一
月
一
日

ー
昭
和
五
五
年
四
月
末

日
ま
で
の
出
生
児

（
三
オ
児
）

昭
和
五
三
年
六
月
一
日

ー
昭
和
五
三
年
九
月
末

日
ま
で
の
出
生
児

小
児
科郷
緒
先
生

小

藪

二
宮
ヲ
ス
ヱ
さ
ん

(88
オ）

小

倉

今

井

福

太

郎

さ

ん(58
オ）

中

野

谷

政

支

さ

ん

(72
オ）

小

藪

中

本

琴

美

さ

ん(44
オ）

藪

三

井

修

さ

ん

長

女

礼

奈

ち

ゃ

ん

ー
ご
め
い
ふ
く
を

ム

お
祈
り
い
た
し
ま
す

小 大

屋

敷

高

尾

保

さ

ん

長

男

真

二

ち

ゃ

ん

上

敷

水

和

氣

智

仁

さ

ん

長

男

智

史

ち

ゃ

ん

藤

之

原

藤

田

幸

男

さ

ん

長

女

郁

美

ち

ゃ

ん

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

担

当

行

政

相

談

委

員

福
田
委
員

◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時間

午前9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

10月26日

11月5日

11月16日

11月25日

担当相談員

下石．沖野

福田．戒野．山内

谷本．兵頭（芳）

兵頭（定）．桜田＇，

相談員の自宅相談も受付けます

， 


